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現在最も用いられている弱い重力レンズ効果解析法である KSB法が持つ systematic errorについて調べ、E-
HOLICs法 (Elliptical weighted Higher Order Lensing Image’s Charactoristics)を開発し systematic errorの改
善について研究した。
重力レンズ効果解析はダークマターを含む質量分布の測定が可能であり、銀河団などの質量分布測定に用いられ
てきた。さらにその応用として大規模構造の質量揺らぎを測定することによって宇宙論パラメータの制限を行う
ことができる。この制限の精度は主に背景銀河が固有に持つ楕円率による random errorであり、精度を上げるた
めにはこの random errorを相殺するための背景銀河の数が重要である。よって様々なサーベイデータなどを用い
てより広くデータ集め精度を上げる試みがなされている。しかし、さらなる精度を求める場合には解析法が持つ
systematic errorが無視できなくなる。
この発表ではKSB法による systemtic errorについての研究と新たな解析法である E-HOLICsによる改善につい
て紹介する。


